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概要 　妊 娠 ，分 娩 レ 産 褥 各 期 に お け る 母 体 の 細 胞 性免 疫 能 の 推 移 を　正 常 妊 ， 産 ， 褥 婦 2Q3例 に つ い て 検 討 し

た ．方 法 と し て ，全血 お よ び リ ン パ 球分離培 養を 用 い
， 末 梢 リ ソ パ 球 の phytohemaggIutinin（PHA ）Fこ 対 す る

反応性 を DNA へ の tritiated　thymidine （正｛
3・TdR ）の uptake を 指慓 と し て 測 定 し ，次の 成績 を得 た ．

　1． 全 血 培 養 （末 梢 血 液 O．lml） に お い て PHA で 刺激 し た リ ソ パ 球 の 　H3 ：TdR の 取 り込み は ，妊娠初期

に もっ と も低 く，中期 か ら後 期 に か け て や 』 増 加 す る が 　健康 非 妊 婦 人 よ り も有 意 に 低 く （pく O．005）・，分 娩

期 に は さ ら．に 低 値 を示 し ， 産 褥 期 に は 早期 に 上 昇 し て 正 常 域 の 値 を示 し た ．

　2．　 リ ソ パ 球分離培養 （リ ン パ 球数 2 × 1051ml　medium ， 自 己 血 漿上0％） で も ，
PHA で 刺激 し た リ ン パ 球 に

よ る H3−TdR の 取 り込 み は 全 血 培 養 と ほ x
’
同様 の 変 化 を 示 し ，妊娠 初期，中 期 に 有意 に 減少 し （Pく O，Ol），後

期 に 増加 の 傾 向 を 示 す が ，分 娩 期 に は さ ら に 減 少 し 　産 褥期 に は 早 期 に 増 加 し た 。

　3． 妊 娠 初 期 な い し中 期人 工 中絶例 で は 　PHA に 対 す る リ ン パ 球 の 反 応 は 　子 宮 内容 除 表 術 後 　早 期 に 有

意 の 亢 進 を示 し た （pく O．02），

　以 上 の 成 績 は ，妊 ，産婦 で は ，末 梢循 環 系 リ ン パ 球 の PHA に 対す る反 応性 が 低 下 す る こ と を 示 し ，こ の 反

応性 の 低 下 は 　 T リ ン パ 球 の 絶 対 数 の 減 少 の 他 に 機能低 下 が加 わ っ て 起 こ り，母 体 か ら 胎児胎盤系 が 分 離 さ れ

る こ と に よ っ て 正 常 化 す る こ とを 示 唆 し て い る ．

Synopsis 　Changes 　 in　 the 　 response 　 of 　 peripheral 　 blood 王ymphocytes 　 to　 phytQhemagglutinin　 dur三ng

pregnancy 　 and 　 postpartum 　 were 　 studied 　 using 　 bQth　 whole −b乳ood 　 semi −microcu 玉ture　 and 　 purified　 ly−
mphocyte 　 culture ．　 Data 　from　 323　 ra 旦dQm 　 samples （203　 women ） and 　 5G　 scrial 　 specimens 　 fro皿 ten

women 　revealed 　that　lymphocyte 　response 　to　phytohemagglutinin −p　was 　s圭gni負cantly （p ＜ 0．005）depressed
dur血 g　pregnancy 　 and 　Iabor　but　 rapidly 　 retur 遥ed 　to　 normal 　 after 　 artificial 　termination 　in　 early 　 stage

σfpregnancy 　 as 　 well 　 as　 after 　 full　 ter皿 de1量very ，　These　 results 童ndicatc 　 that　 the 　 thymus −dependcnt
lymphocyte 　 function　 in　 matemal 　 peripheral　blood　is　 depresscd　 by　 inhib三tory　 factors　 in　blood−plasma
derived　frOm　fetoplacenta・1　unit．　 Prgblems　 on 　the　inhibitory　factors　in　 matemal 　plasma

．
were 　d三scussed ．

盗 ey 　wordis ： Pregnancy・Immunology
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　　　　　　　　 緒　　言

　 AIIograftと し て の 胎児が　母体に 拒絶現象 を

誘起 し な い 要因 と し て ， Medawar29）
は 母体 の 細

胞性免疫能の 低下を提唱 した ．こ れ を示 唆す る現

象 と し て 妊婦で は 皮膚移植片 の 生着が延長
2）

し ，

ソ ベ ル ク リ ン反応陰性率が高 く
13）

，ま た 妊娠中 の

肝炎
11）

， 痘瘡
34）

， 水 痘
25）

， イ ソ フ ル r 一ン ザ
15）

な ど

の ビ ール ス 感染症は 　 し ば し ば 重篤 に 経過 し易

く ， さ らに妊 娠合併乳癌患者の 5 年生存率ば　非

妊娠患者に くらぺ て低い
3e ）

こ とが挙げ られ ， 他方

で は　母体 の 細胞性免疫能 の 低下を in　 vitr 。 で 実

証し よ うとす る試み がな され て 来た ．

　 細胞性免疫 の mediat 。r で ある胸腺依存性 リ ン

パ 球 （T リ ソ パ 球）は ，in　 vitro 　 lこ お い て phyto ・

hernagglutinin（PHA ） で 刺激 す る と　 幼若化 し

て分裂機能が 著し く亢進す る
4 ）

こ とか ら，形態観

察 に よ る 幼若化率 の 算定 ， ある い は DNA へ の

tritiated 　 thymidine （H3 −TdR ） の uptake を 指標

と し て ，個体 の細胞性免疫能を 評価する 方法が慣

用 され て来た ，しか し同
一・指標 を用 い なが ら，妊

婦の 細胞性免疫能に つ い て は な お 異論が あり ， 原
』
因 と し て対象の選択や リ ソ パ 球培養 の 条件 な ど

方法論的 な柑違が 挙げ られ る．

　 著老 らは 　同
一

対象 の 末梢循環系 リ ン パ 球に

全血微量培養と リ ン パ 球分離培養を同時に用 い ，

妊娠初期 ，中期 ，後期 な らび に 分娩 お よ び 産褥

各期に お ける PHA に 対す る 反応性を ， 各期 の

random 　 samples と　 同
一

対象 の serial　 samPles

に つ い て 検討し，妊娠 に ともな う細胞性免疫能 の

動態に 関 し て 考察を加え た ．

　　　　　　　　　 研究方法

　 正9な い し37歳 の 正常妊 ，産，褥婦 203例 を対象

とし，全血 微量培養お よ び リ ソ パ 球分離培養を用

い　末梢循環系 リ ソ パ 球 の PHA に 対す る反応性

を DNA へ の H3−TdR の uptake を指標 と し て測

定し， 同時に 19な い し38歳の健康 な 非妊婦人 119

例を対象 とし て　成績 を比 較検討 した ．

　 ・1． 全血微量 培養 に よ る 測定 ： 肘 静 脈 か ら

Hcparin　 Novo （Novo　 Industri
り 　De 鷙 mark ） 10単

位1m王 を含む、血液 5ml を採取し ，直ち に 以 下の 培

養操作を行つ た ．

　培養方法 ： 末梢血液O．Iml と RPMI −1640培養

液 （benzyIpenicillin　 potassium 　100乢 ！mL ，
　 stre −

ptQmycin　sulfate 　lOOμg！ml ，を含む ）0．9mL を

Falcon 　plastic　tube （12× 75mm
，
　No ．2003

，
　Falcon

Plastics．，　 Calif
，　 U ．S．A ．） に 入 れ て 混和 し ，

　Bacto −

phytohemagglutinin 　P （DIFCO ．
，
　Mich ．

，
　 US ．A．）

（PHAHP ．）2・0μ1を加え ，
37℃ ，CO25 ％，空気95

％ の 環撞で 24時間培養した後 ，
H3 −

「
1
’
dR （Spccific

activity 　 I3．ICi！m 　mole
，
　Daiichi　Pure 　Chemicals

Co，　 L ．T 。D ．） 1μCi！tube を添加 し て さら1（　24時聞

培養を持続した ．

　 放射能測定 ：培養終了後 直ち に tube に 蒸溜

水 3．Om1 を 加えて 溶1血し ，　 Microanalysis　 Filter

Assembly （Hoefer 　Scientific　 Instruments
，　Calif．，

U ．S・A ．）を用 い
， 吸引濾過 し て H3 −TdR を取 り込

ん だ リ ソ パ 球を Millipore　 Filter（1．2ptm　 Pore

size
，
25mm 　in　 dia皿 eter

）
Millipore 　Corp ，

，
　Boston

，

Mass．
，
　 U ．S．A．）に 採取 し，氷冷生理 食塩液 30ml ，

氷冷 5％ ト リ ク ロ ル 酢酸40ml を 吸引，濾過 して

洗滌 した ． こ の Millipore 創 ter を SCintillat 量On

vial に 移 し　乾燥 し た後 ，
　 scintil！ator （POPOP

O．05g十 PPO 　4．eg！l．O工 toluen） 10．Oml を加 え

Iiquid　scintillation 　counter 　（Packard 　Tri−Carb

Liquid　 Scintillation　Spectrometcr
，
　 Model 　3385）

で 放射能を測定した ． 1試料 に つ き triplicate の

培養を行 い ， 各 々 の 放射能を cpm で あ らわ し ，

そ の 平均を測定値 と し た ．

　 2．　 リ ン パ 球分離培養に よ る 測定 ：全血培養 と

同じ 血 液試料か ら2・Omi を とり，下 記 の 方法 で リ

ン パ 球を分離し，残 りの 血液を 4 ℃
，
3，000r．p．m 。

に て 3 分間遠沈して 血漿を分離した 。

　 リ ソ パ 球 浮游液 調製 ： 滅菌試 験管 （15x100

mm ）に Lymphoprep （Nyegaard ＆ Co ・Norway ）

3．Oml を と り，こ れ に 血液 2．0皿 1 を重層 し　室温

で 1
，
500r．P．m ．

，30分間遠沈 し て リ ン パ 球層を分離，

採取 した ．こ れ に 同量 の 生 理 食塩 液を加え，室温

で 1
，
500r．p．m ．

， 5 分間遠沈 し て 上清 を棄却し ， 沈

澄 をRPMI −1640培養液 2。Om 正 で 2 回遠沈，洗滌 し

た後，2　×　10fi！ml の リ ソ パ 球浮游液を調製 し た ．
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表 正　全 血 微 量 培養 に お け る リ ン パ 球 の PHA に 対 す る反応 性

妊　 　 　　 　 　　 　 　　 婦 褥 婦正 常非

妊婦 人 　　　　　　9 〜〜8週
　　　　　　　12週

13〜
　16週

17〜
　20週

21〜　　 25〜
　24週 28週

29〜
　32週

33〜
　 36週 37週〜

　　L

産 婦
産 　褥
7 日 目

例　 　 　数 1192426212921203232551647

3H ・TdR の 取 り

込 み

（M ± S，B．　cpm ）

15074 ，1
　　±

478 ．99635

．0
　 ±

669、79983

，8
　 ：ヒ

717 ．610859

．7
　　±

854．410820

．2
　　±

6G9．611571

，5
　　±

795．212067

，1
　　±

898．612592

．9
　　±

695 ．512419

．8
　　±

641 ．114229

．1
　　±

528 ，810908

．2
　　±

627，717595

．！
　　±

811，2
非妊 婦 人に

対す る 有意性
（t・test）

P く

0，001P
＜

0，001P
＜

o ．001P
＜

0，001P
＜

0．GO5P
く

0．02P
く

0，02P
＜

O ．OIn ．sP ＜

0．005P
〈

0．Ol

（random 　 samples ）

表 2　妊娠 分娩，産 褥 各 期に お け る 全 血微量 培養に よ る リ ン パ 球 の PHA に 対す る反 応性

正 　 　常

非妊婦 人

妊 　　 　 　　 　娠
分 娩 期

産 褥 期

初　　期 中　 　期 後　 　期 7　 日　 目

例　 　 　数 119 71 70 H9 16 47
3H −TdR の 取 り込み

（M ± S．E ，　cpm ）
15  74．1
　　　　±478 ，910124

，9
　　　　±429 ．0U401

．8
　　　　± 430，213301

．7
　　　　± 360．010908

．2
　　　　± 627．717595

．1
　　　　± 81正．2

非妊 婦に

対 して
P く 0、OOIP ＜ 0．001p ＜ O．005P ＜ 0，005P ＜0 ．Ol

有意 性

（t−test） 各期の

比 　較

』 　　　
一

一 　　　一 一一｝一一　　　一 一
　　　 n ．s．　　　　　　P くg．001　　　　 P く0．05　　　　P 〈 0 ．005
− −
　　　　　　　P 〈 0．001

（random 　samples ）

　培養方法 ：培養管 は 全血 培養 と 同 じ Faエcon

tube を用 い
，

・こ れ に リ ソ パ 球浮灘液O・lml （リン

パ 球数 2 × los個）を入れ，血漿 0．1ml と RPMI −

1640培養液 0・8ml を加え全 量 を 1．eml と し ， 各

tube に PHA −P　 l．0μ1 を 添加し た ．以下全血微

量培養 と同様 の方法で 培養を行 い ，放射能を測定

し た ．

　　　　　　　　 研究成績

　 1。 全血微量培養に よ る PHA 反応性 リ ソ パ 球

の H3 −TdR の 取 り込み ：

　 （1）　妊娠，分娩 ，産褥各期 に おける H3−TdR

の 取 り込 み の 変 動 ：正 常妊 ， 産 ， 褥婦 203例

（323検体） に つ い て 末梢全血 の 培養を 行い 　 リ ン

パ 球の PHA に対す る反応性を DNA の H3−TdR

の 取 り込み に よつ て測定した ．表 1 に示す よ うに

妊婦 で は 取 り込み は 妊娠初期か ら低 く ， 以後　妊

娠週数の 進行に ともな い漸増す るが ， 産婦で の取

り込み は全例低値 を示 し ， 産褥 7 日目の 褥婦で は

非妊婦 よ りも高値 を示 した ．

　以上 の 経過を妊娠初期 （4 ヵ 月ま で ），中期 （5
〜 7 ヵ月），後期 （8〜10ヵ 月），分娩 ， 産褥 （6 日

目）の 5 期に 分け ， 各期 の random 　 samples に つ

い て の取 り込み を健康非妊婦 と比較す ると，表 2

に示す 如く　 妊娠初期お よび中期は明 らか に 低値

で あ り （pく 0・OOI）， 後期 に は や や 上 昇 する が

健康非妊婦 よ りも有意に 低 く （P＜ 0・005），分娩

期に は さらに 低値を示 し （p＜ 0・005）， 分娩後は

急速 に 上 昇し，産褥期に は対照 よ りもやや高 い 取

り込み を示 した （p＜ 0。01）．

　次に 正常妊婦 10例 を対象と し て　個 々 の 症例 の

妊娠初期か ら産褥期まで の serial 　samples に つ い

て 全血 微暈培養に よ る リ ン パ 球 の H3−TdR の 取 り

込み を測定した，表 3 に示す如 く random 　samples

の 場合 と同様 の推移を認め ，妊娠初期に もつ とも

低 く　 中期か ら後期 に か けて 上昇 し ， 分娩期に 再

び 低下 して　産褥期に は 急速に 上昇す ると云 う変

化を示 し ， 各期 の 測定値に は 有意の 変動を認 め

た ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

4 妊孕現象 に お け る 細 胞 性免疫機構 日 産 婦 誌31巻 1 号

表 3　妊娠 ， 分娩，産褥 に お け る 全血 微量培養に

　 よ る リ ン パ 球 の PHA に 対 ず る反 応性．の 推移

妊 　　 　 　娠
分　娩

産　褥

初 　期 中　期 後 　期 7 日 目

3H −TdR の

取 り込み

（M ± S．E ．
　 　cpm ＞

9036．1
　 ±

1215．9lllgo

，7
　 ±

1369．613351

．4
　 ±

1655，310905

，8
　 ±

772，518491

．0
　 土

足544．7

有 　意　牲

　（t・tesQ

一 一 一 一 ｝

　 P ＜　　　　P ＜　　　　P ＜　　　　P 〈

　 0．01　　　   ．Q5　　　  ．005　　 0 ．001

P 〈 0，001

（n ＝10，serial 　sa ・・ples）

　以上 の 成績か ら PHA に 対す る リ ン パ 球 の 反応

性 は妊娠全期を通 じて低下 し ，こ とに初期に もつ

とも低 く　中期か ら後期 に か けて上 昇傾向を示 す

が　非妊時 よ りもな お有意に低値を 示 し ， 分娩時

に は さ らに 低下 し ， 分娩終了後　急速な正常へ の

回復を認め た 。　　　 亅

　 （2） 人工妊娠 中絶症例の 手術前後 に お け る

H3−TdR の 取 り込み の 変動 ： 妊娠 9 ない し 18週に

お い て人工 妊娠中絶を受けた 4例 に つ い て ，子宮

内容除去術 の 前後 に お ける H3−TdR の 取り込みを

測定 し　そ の 推移を観察した ．

　表 4 に 示す如 く　 全血培養 に お い て PHA で

刺激 され た リ ン パ 球 に よ る HS−TdR の 取 り込 み

は ， 子宮内容除去術後　急速に 増加 し ， 中絶前 の

値 （c・p・m ）を 100．．e％ とする と ， 中絶 5 日後の 測

定値は 有意に 上 昇を示 し た （P〈 0・02）．

　すなわ ち　妊娠初期な い し中期に お い て も ， 満

期分娩後と同様に PHA に 対する リ ン パ 球 の 反応

は 　子宮内容除去術後に 急速 に増加する こ とを認

め た 。

　 2．　 リ ソ パ 球分離培養に よ る PHA 反応性 リ ソ

表 4　人 工 妊娠中 絶前 後の 全 血 微 量 培養 に よ る

　 リ ン パ 球 の PHA に 対す る 反 応 性 の 推 移

人 工 妊 娠
中絶 前

中絶 後
1 日目

中絶後
3 日 目

中絶後
5 日 目

3H −TdR の 取 り

込み

（M ± S・E ・％）

100，094 ．4
　 ±7 ．7127

，7
　 ± 23 ．6151

．3
　 ± 1L1

有 意 性
ホ

（卜test）
n ，s． n．s． P く0．02

（n烹4，serial 　samples ）e中絶前 との 比較）

パ 球 の H 廴TdR の 取 り込み ：

　全血 培養で は ， 材料が末梢全 血 で ある こ と か

ら　単位量に含 まれる リ ン パ 球の 絶対数が症例に

よつ て異な るた め に ，
HS −TdR の 取り込みは リ ソ

パ 球の 絶対数と機能 の 両者 の 変化を同時に反映す

る こ とを考慮し ， リ ソ パ 球数の等 し い培養系に つ

い て取 り込 み を測定した ．

　正常の妊 ， 産，褥婦39例 を対象 とし，分離した

末梢 リ ン パ 球 2 × los個を ， 自己血漿 （10％） を

含む RPMI 一三640培養液を用 い て 培養 し ，腿
3・TdR

の 取 り込 み を健康非妊婦 16例 と比較した ．表 5 に

示す よ うに　 妊娠初期お よ び中期 に お ける PHA

刺激 リ ソ パ 球 の H3−TdR の 取 り込 み は ほ ぼ 等 し

く， い ずれ も健康非妊婦 に く ら べ 有意に 低 く

（p＜ 0．05 お よび p〈 0．Gl）， 妊娠後期に は 上昇 の

傾向を示 すが分娩期に は 再び低下 し （P＜ 0・05），

産褥期に は 早期に 上昇を示した 。

　す なわ ち 等数 の リ ソ パ 球 に つ い て も ， 妊娠初

期 ，中期な らび に 分娩期に は PHA に 対す る反応

性は健康非妊婦 に くらべ て低下 し ， 産褥期に は 回

復す る こ とを認め た ．

　　　　　　　　　考　　黨

　 T リ ン パ 球 に 特異的 な mit ・ gen で あ る PHA

表 5　 リ ン パ 球 分離培 養 に お け る リ ン パ 球 の PHA に 対 す る反 応性

妊 　　 　　 　 　　娠
分 娩 期

産 褥 期正 　 　常

非妊婦 人 初　 　期 中　　期 後　 　期 7　 目　目

例　 　　数 16 9 10 11 3 6

3H −TdR の 取 り込 み

　（M ± S．E，　cpm ）
20335．7
　 　± 1277．414917

．8
　 　± 1352．414610

．4
　 　± 1080．418409

．8
　 　± 1310．612251

．2
　 　 ± 322 ．61851L3　 　± 25 9．0

非妊 婦人 に 対 す る有意性
　 （t−test＞

P 〈 0 ，  5P く 0．01 n ．s， P 〈 0，05 n．s．

（random 　 samples ）
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に対す る反応性を指標 とし て ， 妊婦で は細胞性免

疫能が低下す る
1）tS）s2）s3 ）s9）4i）

と云 わ れ る反面 ， 同

じ指標 を用い て　非妊婦に くらべ 亢進
27］

あ るい は

不 変
T）16 ｝3S ｝4 °｝

とする見解がある．同様の異論は ， 同

種 リ ン パ 球 に対す る反応性に つ い て も報告
1°］le）2b

39）
され ， 妊娠時の 細胞性免疫能の動態に つ い ては

定説を 欠 くの が現状で あ る．こ の よ うな異論 の 原

因 とし て ，対象の 選択や方法が報告に よ つ て 異な

る こ とが挙げ られる 。

　細胞 の 分離操作に よつ て 　 リ ン パ 球の 機能
6）

や

subPQpulation の 構成
31｝a6）

が人工 的に 変化する 可

能性を 少な くする た め に ， 著者 らは先ず末梢全血

を培養材料 と し て　妊娠各期婦人に つ い て リ ソ パ

球の PHA に 対する 反応性を 検討 し た が ， 末梢

循環系 リ ソ パ 球 の PHA に 対する反応性は　か な

りの 個人差を 示す
12）　z4〕

こ とを 考慮して ，　 rand ・ m

samples の ほか に 同一
症例の serial 　 samples に つ

い て も検討を試み た．その成績か ら，妊娠な い し

分娩期の婦人で は 　PHA に対 す る末梢循環系 リ

ソ パ 球 の 反応性が有意に低下す る こ とを認め た ．

　次 に ，全 血培養で は 細胞分離の操作が不要 で
，

リ ン パ 球に 加わ る入工 的変化が低減す る反面 ， 材

料中の リ ン パ 球数が個 々 の 症例 に よ つ て異 な る こ

とか ら，
DNA へ の H3 −TdR の取 り込み を指標 とす

る反応は 　 T リ ソ パ 球の絶対数 と機能の 両面の変

化を 反映す る と考え ，一
定数の リソ パ 球に つ い て

PHA に対す る反応性を検討 した ． そ の 結果 ，妊

娠 ， 分娩 に お い て は 　全血培養に類似す る pattern

で 反応性が減弱 する こ とを 認め た。 以 上 の 成績

は ， 妊 ， 産婦 の 末梢循環系 リ ソ パ 球の PHA に対

する反応性減弱 に　 T リ ン パ 球の機能低下が関与

す る こ とを示 唆す る と考え られ る 、そ こ で 次 の 聞

題 と し て ， そ の 原因が細胞 自体の 器質的変化 ある

い は 環境因子 に よ る機能的変化 の い ずれ に 由来す

るか を検討したが ，著者 らの 成績で は PHA に 対

す る 妊婦 の 末梢循環系 リ ン パ 球 の 反応 性は　満期

分娩 の み ならず，妊娠初期な い し中期 の 人工 中絶

後に も速や か に正常域 に 回復する こ とか ら ， 妊娠

時 の T リ ン パ 球 の 機能異常は transient で
， 毋体

か ら胎児胎盤系 が 分離 した の ち 急速に 正常化 す

藤孵 他 5

る こ とが推定された ．　 一方 ，妊婦血 清 に は リ ン

パ 球 の PHA に対 す る 反応を抑欄 す る作用 があ

リ
ヱ9物 37》鋤

， こ の 抑制効果は臍帯血清 で は よ り著
HA　

S7｝
で ，分娩 7 日後の褥婦血清に は認 め難 い

41）
こ

とか ら　妊婦血清は T リ ン パ 球の 機能抑制因子を

含み ， その 由来は 胎児胎盤系に ある こ とが考え ら

れ た 。

　妊婦血清中に存在す る T リ ン パ 球機能抑餬物質

と し て ，妊娠時に 血中に 出現し　あ る い は増量す

る物質 ， すな わち estr・gens）
s5 ）

， progesterone26）
a9）

3a）
　

，
　corticostero 三da）14 ）

，
human 　chorionic 　gonadotro・

ping
〕王7 〕

，
　 human 　placental　 lactogeng）2°）33）

お よ び

alpha −feteprotein2S）42）
な ど胎児胎盤系を産生源 と

す る物質が考え られ る が ，こ れ らの 物質に は い ず

れも in　vitro あ るい は in　 viVO で 免疫柳潮作用

が証明 され て 来た ．し か し こ れらの 物質は ， い ず

れ も単独で は 妊娠進行 に ともな う母体血 液中で の

量的消長が　末梢 リ ン パ 球の 反応性 の推移 と並行

しな い こ とか ら，T リ ン パ 球 の機能を抑制する主

因 とは見敬 し難 く， むし ろ未知物質を も含め て

胎児胎盤系に 由来す る数種 の 物質の 相乗ない し相

加的効果が ，妊婦末梢 リ ン パ 球の PHA に対す る

反応性低下に 関与す る可能性が推定 され る v しか

も妊婦末梢循環系 リ ン パ 球は ，細胞を洗滌する こ

とに よ つ て PHA に対 する 反応性低下が 消失 す

る
22 ）41）

こ とか ら ， 妊婦血中に存在す る リン パ 球の

機能抑制物質は 　細胞表在性 に 作用する もの と考

え られる．

　以上 著者ら は ， 妊婦 の 末梢 T リソ パ 球は 　胎児

胎盤系か ら産生され る物質に よ つ て 機能が低下す

る こ とを示唆 した が ，in　vitro に お い て観察 され

る妊婦 リ ン パ 球 の PHA に対 す る 反応性 の 低下

が ，allograft と し て の 胎児が　母体に拒絶反応を

誘起 しない現象 と直接的に 関連す る か 否か は ， な

お検討を要す る問題で ある 。
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